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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
推
進
の
議
案
に
反
対

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の

旧
姓
併
記
よ
り
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を

日
本
共
産
党
（
星
野
　
久
美
子
　

議
員
）

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永
　
明
久
　

議
員
）

小
学
生
の
文
化
交
流
の
事
業
を
評
価

ざ
ま
明
進
会
（
松
橋
　
淳
郎
　

議
員
）

　

議
案
第
66
号
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
管
理

経
費
補
助
金
（
住
基
シ
ス
テ
ム
番

号
制
度
旧
氏
対
応
改
修
事
業
）
に

つ
い
て
、
旧
姓
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
住
民
票
等
に
併
記
し
、

個
人
同
一
性
の
認
識
の
た
め
の
ツ

ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
く
も
の

で
す
が
、
法
整
備
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
詳
細
も
示
さ
れ
ず
、
今
後
か

か
る
経
費
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
議
案
第
72
号
、
座
間
市
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
多
く
の
市
民
が
利
用

し
て
い
る
座
間
市
民
カ
ー
ド
で
使

え
る
住
民
票
等
自
動
交
付
機
を
な

く
し
、
約
14
％
の
市
民
し
か
持
っ

て
い
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
の
多
機
能
端
末
機
に
移
行
す
る

こ
と
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
情

報
漏
洩
の
リ
ス
ク
に
も
懸
念
が
あ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
推
進
の

こ
れ
ら
の
議
案
に
反
対
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の

旧
姓
併
記
は
、「
女
性
が
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り
の
一
環
」
と
の
こ

と
で
す
が
、
期
待
さ
れ
る
利
便
性

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
手
続
に

お
い
て
も
、
国
と
地
方
自
治
体
と

の
経
費
負
担
に
お
い
て
も
、
妥
当

性
を
著
し
く
欠
く
も
の
で
す
。
悪

い
意
味
で
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
も
の

で
あ
り
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　

議
案
第
66
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
内
の
児
童
が

通
う
ア
ー
ン
小
学
校
か
ら
の
招
待

に
応
え
、
栗
原
小
学
校
の
児
童
が

訪
問
す
る
た
め
に
利
用
す
る
大
型

バ
ス
の
借
り
上
げ
代
を
増
額
補
正

し
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
は
基
地

を
貴
重
な
資
源
と
す
る
本
市
な
ら

で
は
の
事
業
で
あ
り
、
事
業
の
継

続
と
発
展
を
期
待
し
、
高
く
評
価

し
ま
す
。

　

議
案
第
68
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
37
年
度
に
か
け
て
軽
自

動
車
を
リ
ー
ス
契
約
す
る
た
め
の

債
務
負
担
行
為
補
正
は
、
車
両
の

整
備
や
管
理
の
手
間
を
省
き
、
財

政
負
担
を
毎
月
平
準
化
で
き
る
た

め
、
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

　

議
案
第
72
号
、
座
間
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
新
た
に
平
成
30
年
１
月

29
日
よ
り
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

及
び
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
が
多

機
能
端
末
機
で
交
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
手
数
料
も
現
行
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
50
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
が
向

上
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し
、
賛

意
を
表
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
教
育
指

導
管
理
経
費
29
万
２
千
円
の
増
額

補
正
は
、
将
来
を
担
う
市
内
の
小

学
生
と
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
小
学
生

の
交
流
を
通
じ
た
文
化
の
理
解
を

目
的
と
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
る
学
校
長
が
交
流
会
を
企
画
し

た
も
の
で
、
栗
原
小
学
校
の
児
童

が
ア
ー
ン
小
学
校
に
招
待
さ
れ
、

移
動
手
段
と
し
て
大
型
バ
ス
６
台

を
借
用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

熱
意
と
教
育
委
員
会
の
支
援
、
さ

ら
に
は
将
来
性
の
あ
る
事
業
に
賛

意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
も
賛
成
し
ま
す
。

小
学
校
の
交
流
教
育
に
期
待

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
を
評
価

公
明
党
（
加
藤
　
学
　

議
員
）

１
・
22
・
茨
城
県
牛
久
市
議
会
視
察

来
訪

　
　

23
・
関
東
市
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
議
・
支
部
長
会
議

…
千
葉
県
成
田
市

　
　

31
・
県
央
八
市
議
会
議
長
連
絡

協
議
会
議
員
合
同
研
修
会

…
綾
瀬
市

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委

員
会

２
・
１
・
自
民
党
・
い
さ
ま
行
政
視

察
…
栃
木
県
佐
野
市
、
宇

都
宮
市
、
陸
上
自
衛
隊
宇

都
宮
駐
屯
地
（
～
２
）

　
　

２
・
公
明
党
行
政
視
察
…
静
岡

県
焼
津
市

　
　

６
・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　

７
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第
81
回
総
会
・
第

90
回
理
事
会
…
東
京
都
千

代
田
区

　
　
　

・
沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
議

会
視
察
来
訪

　
　

８
・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会

キ
ャ
ン
プ
座
間
内
の
ア
ー
ン
小
学
校
と
の

国
際
交
流
に
対
す
る
増
額
補
正
に
賛
意

自
民
党
・
い
さ
ま
（
熊
切
　
和
人
　

議
員
）

　

議
案
第
66
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
の
教
育
部
所
管
に
つ
い
て
、

国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、
平
成

29
年
10
月
26
日
に
キ
ャ
ン
プ
座
間

内
の
ア
ー
ン
小
学
校
に
通
う
５
、

６
年
生
の
児
童
約
１
０
０
名
が
栗

原
小
学
校
を
訪
れ
、
栗
原
小
学
校

の
児
童
と
と
も
に
日
本
文
化
に
触

れ
る
な
ど
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
な
る
児
童
同
士
の
相
互

交
流
を
図
り
た
い
と
の
両
者
の
思

い
の
も
と
、
今
度
は
ア
ー
ン
小
学

校
か
ら
招
待
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

栗
原
小
学
校
の
児
童
の
移
動
送
迎

手
段
と
し
て
大
型
バ
ス
６
台
を
借

り
上
げ
る
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正

と
の
こ
と
で
す
。
ア
ー
ン
小
学
校

で
の
交
流
内
容
の
詳
細
は
ま
だ
ア

ー
ン
小
学
校
側
か
ら
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
基
地

を
抱
え
る
本
市
と
し
て
、
両
国
の

児
童
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
る
こ

と
は
、
今
後
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
経
験
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。
今
回
、
身
近

な
場
所
で
国
際
交
流
が
図
ら
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
ま
す

ま
す
児
童
同
士
の
交
流
が
盛
ん
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
、

当
交
流
事
業
に
大
い
に
期
待
を
す

る
こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
の
増
額

措
置
に
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

次
に
議
案
第
73
号
、
座
間
市
消

人
間
ら
し
い
生
活
の
保
障
を
求
め
る
国
へ
の

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
反
対

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海
　
の
ぞ
み
　

議
員
）

　

一
時
扶
助
の
追
加
項
目
や
夏
季
、

年
末
の
手
当
加
算
に
は
賛
同
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
今
の
生
活

保
護
費
削
減
に
全
面
的
に
く
み
す

る
も
の
で
は
な
く
、
就
労
や
社
会

参
加
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
意

欲
向
上
、
貧
困
の
連
鎖
防
止
に
向

け
、
生
活
保
護
制
度
の
運
用
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
、
国
に
求
め
る

べ
き
も
の
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の

中
止
を
求
め
る
陳
情
に
賛
成

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤
　
陽
子
　

議
員
）

　

県
内
９
割
の
自
治
体
で
実
施
の

市
民
税
・
県
民
税
徴
収
税
額
の
決

定
・
変
更
通
知
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
は
、
事
業
者
に
は
必

要
が
な
く
、
漏
え
い
や
流
出
の
危

険
性
が
あ
り
、
東
京
都
は
５
割
弱
、

埼
玉
県
は
９
割
弱
が
記
載
し
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
の
取
り
扱
い
を
検

討
し
、
来
年
度
は
記
載
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
こ
と
に
賛
同
し
ま
す
。

防
本
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
新
消
防

庁
舎
の
開
庁
に
あ
わ
せ
、
平
成
30

年
２
月
13
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
も

の
で
、
さ
ら
な
る
市
民
の
安
全
・

安
心
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
防
災

の
拠
点
と
な
る
新
消
防
庁
舎
の
位

置
が
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新
消

防
庁
舎
の
完
成
に
よ
り
、
職
員
に

お
い
て
は
新
た
な
場
所
で
、
新
た

な
気
持
ち
で
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
市
消
防
本
部
の
団
結
力
、

き
ず
な
等
が
深
ま
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
利
用

開
始
は
４
月
か
ら
と
の
こ
と
で
、

新
消
防
庁
舎
で
は
、
市
民
の
防
災

活
動
に
対
す
る
普
及
啓
発
や
市
民

に
体
験
し
て
も
ら
え
る
施
設
等
が

あ
る
な
ど
、
た
だ
単
に
新
し
い
と

い
う
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
必
ず

や
さ
ら
な
る
市
民
の
防
災
意
識
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
す
ば
ら

し
い
も
の
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
新
消
防
庁
舎
の
完
成
、
運
用

に
大
き
な
期
待
を
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
条
例
改
正
に
対
し
賛
意
を
表

し
ま
す
。


